
演
者
ら
の
一
人
、
奈
倉
の
家
（
名
古
屋
市
）
に
伝
わ
る
医
書
の
中

に
、
田
代
三
喜
の
「
酬
医
頓
得
』
（
以
下
、
「
酬
医
」
と
略
す
）
が
あ

る
。
こ
の
医
書
は
こ
れ
ま
で
に
研
究
さ
れ
て
き
た
三
喜
の
書
目
に

は
な
く
、
ま
た
、
主
要
な
図
書
目
録
の
中
に
も
見
出
だ
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
な
い
田
代

三
喜
の
医
書
で
あ
る
。

衆
知
の
如
く
、
田
代
三
喜
は
後
世
派
の
開
祖
と
し
て
重
要
な
地

位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
不
可
解
な
面
も
多
い
人
で
あ
る
。
三

喜
の
名
を
持
つ
人
が
、
当
時
、
何
人
も
い
た
と
の
報
告
も
あ
り
、

『
酬
医
』
に
「
三
帰
選
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
が

田
代
三
喜
、
そ
の
人
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
、
一
応
疑
っ

て
み
る
必
要
が
あ
る
。

演
者
ら
は
田
代
三
喜
の
医
書
と
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
『
三
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田
代
三
喜
の
新
発
見
の
医
書

「
酬
医
頓
得
」
の
意
義

２

○
遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子
・
奈
倉
道
治

喜
十
巻
書
」
（
「
三
喜
廻
翁
医
書
」
、
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
巻
一
所
収
）

と
比
較
し
な
が
ら
、
『
酬
医
』
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。

本
書
は
縦
二
三
・
六
糎
、
横
一
七
糎
、
一
六
丁
か
ら
な
る
書
写

本
で
あ
る
。
図
に
は
色
が
附
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
の
表
題
は
『
医

頓
得
』
と
あ
る
が
、
次
頁
の
表
題
お
よ
び
本
論
の
記
述
か
ら
、
正

式
な
名
称
が
「
酬
医
頓
得
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
医
書

は
奈
倉
家
四
代
目
、
道
伯
文
閑
（
正
徳
四
年
生
れ
）
が
青
年
時
代
に

京
都
に
遊
学
し
、
浅
井
図
南
に
師
事
し
た
と
き
に
入
手
し
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
（
奈
倉
家
の
家
伝
書
）
。

本
書
の
内
容
を
『
十
巻
書
』
と
比
較
す
る
と
、
次
よ
う
な
共
通

点
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
薬
の
名
に
特
殊
な
造
字
（
作
字
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。

二
田
代
三
喜
の
医
書
に
は
「
当
流
」
の
名
の
つ
い
た
医
書
弓
当

流
和
極
集
」
な
ど
）
が
多
い
が
、
『
酬
医
」
の
別
名
に
も
「
当
流
」
の

名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
弓
当
流
極
承
」
）
。

三
「
牛
八
二
帰
ス
」
と
い
う
隠
語
が
核
心
的
な
治
療
の
記
述
の

折
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

四
科
疏
の
方
式
の
表
現
が
み
ら
れ
る
。

以
上
の
共
通
点
の
う
ち
、
一
～
三
は
田
代
三
喜
に
特
有
な
も
の
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で
あ
り
、
他
に
は
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
「
酬
医
』
は
田
代
三
喜
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
お

そ
ら
く
本
書
は
三
喜
の
『
十
巻
書
」
（
現
在
の
も
の
は
八
部
）
の
一
部

を
構
成
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
酬
医
』
が
書
か
れ
た
時
期
に
関
し
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
、
あ

る
程
度
の
推
測
が
可
能
で
あ
る
。

『
酬
医
」
で
は
「
次
二
七
十
一
味
ノ
高
剤
、
縮
メ
テ
三
拾
六
味
ト

為
ス
」
と
し
て
、
肺
剤
を
一
○
味
、
心
剤
を
一
○
味
、
脾
剤
を
三

味
、
肝
剤
を
七
味
、
腎
剤
を
六
味
、
計
三
六
味
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
七
一
味
」
は
『
十
巻
書
』
の
「
薬
の
部
」
に

あ
る
、
肺
気
薬
、
二
味
、
治
血
薬
、
二
一
味
、
治
脾
胄
薬
、
九

味
、
治
肝
虫
薬
、
一
六
味
、
治
腎
薬
、
一
四
味
、
計
七
一
味
に
相

当
し
て
お
り
、
『
酬
医
」
は
こ
れ
か
ら
二
分
の
一
の
頻
用
の
薬
物
を

採
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
酬
医
』
は
「
薬
の
部
」

以
降
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

『
酬
医
」
に
お
い
て
特
に
重
要
な
点
は
、
仏
教
医
学
に
関
す
る
内

容
が
豊
富
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
水
火
風
空
の

五
大
に
基
づ
く
一
般
的
な
仏
教
医
学
の
説
（
五
大
説
）
も
数
多
く
み

ら
れ
る
が
、
本
書
に
特
有
な
理
論
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
患
者
の

「
仏
性
」
と
医
者
が
酒
を
酌
み
交
わ
す
（
「
酬
」
）
よ
う
に
、
以
心
伝

心
で
交
流
す
る
方
法
を
論
じ
、
こ
の
方
法
が
治
療
の
一
番
の
近
道

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
表
題
の
『
酬
医
頓
得
」
は
こ
の
よ
う
な

内
容
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
『
酬
医
」
の
別
名
の
『
当
流
極
承
」

も
三
喜
の
究
極
の
医
術
を
伝
承
す
る
意
と
解
さ
れ
、
彼
の
医
術
の

神
髄
が
本
書
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
田
代
三
喜
を
明
代
の
医
学
を
日
本
に

伝
え
た
、
後
世
派
の
開
祖
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
書
に
み
ら
れ
る
田
代
三
喜
像
は
明
ら
か
に
僧
医
と
し
て

の
姿
で
あ
る
。
三
喜
の
死
後
に
、
曲
直
瀬
道
三
を
し
て
『
涙
墨
紙
』

を
書
か
せ
る
に
至
ら
し
め
た
の
も
、
ま
た
、
後
世
、
三
喜
の
像
が

信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
も
、
僧
医
と
し
て
の
田
代
三
喜
に

対
し
て
で
あ
っ
た
と
演
者
ら
は
推
定
し
て
い
る
。

（
Ｕ
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）

（
〃
奈
倉
産
婦
人
科
医
院
）
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